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各モデル事業の内容

対象地域 交通手段 事業の種類・内容

尾張旭 バス

・イベントでの利用啓発
・エコマネーによる環境意識啓発・魅力向上
・会報による情報提供
・アンケートによる利用者分析

常 滑 バス

・イベントでの利用啓発
・キャンペーンによる利用啓発
・バスガイドによる魅力向上
・パンフレットによる情報提供
・アンケートによる利用者分析

下山（岡崎） 乗合タクシー
・ガイドマップによる情報提供
・バスガイドによる魅力向上
・ウォーキングコースによる魅力向上

豊 田 自転車 ・新しい自転車利用システムの実験、可能性分析

長久手 リニモ
・講演会による高い知識の共有、向上、意識啓発
・ＷＳによる情報共有・コンセンサス形成
・市民主体の活性化策の提案



地域で市民ができること

• 魅力を伝える情報提供

（キャンペーン、イベント、情報誌、コミュニケーション）

• 魅力そのものを向上させるプロジェクトの実施

（コース策定、ガイド、利便性向上策）

• 新しい取り組みの提案（市民発意）

（アンケート、利用動向分析、改善案企画）

「知ってもらう」 「魅力を高める」 「改善策を提案する」











モデル事業の特徴

事業の交通手段
・過度な乗用車からの転換
・市民の足の確保

事業の特徴

尾張旭 バス ・市民によるサポートのモデル

常 滑 バス
・観光による地域振興

（大学生による支援）

下山（岡崎） 乗合タクシー ・地域交流（都市と農村）

豊 田 自転車 ・エコ通勤の社会実験

長久手 リニモ ・活性化策立案、合意形成



地域での取り組み体制
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目的は多様で良い
（エコを意識することで更に効果的）

市民の足の確保

市民の利便性向上

観光振興

地域活性化

健康の維持

教 育 ・ 能力向上

気候変動への対応

大気環境の改善

騒音・振動の改善

エコモビリティ

主 目 的



そもそもなぜエコモビリティライフか？

出典) 温室効果ガスインベントリオフィス



自家用車 鉄道

バス・タクシー等
交通機関別分担率



愛知県における自動車騒音の環境基準達成状況

愛知県における自動車排出窒素酸化物・粒子状物質の総排出量

出所)平成２１年版 愛知県環境白書



出所）国土交通省



• 鉄道(130人) ：931(g‐co2/km) 

• ハイブリッド(５人)  ： 65(g‐co2/km)

• 普通乗用車（５人）：200(g‐co2/km)

• 小型バス（１５人） ：270(g‐co2/km)

• 小型バス（３５人） ：409(kg‐co2/km)

◆それぞれ定員の１／５しか乗らない場合の１人あたりＣＯ２は？

１車両が１ｋｍ走行時
のCO2排出量

ハイブリッドは1500cc
乗用車は2000cc
バスA15人乗り
バスB35人乗り
10.15モードを想定

ｇ－ＣＯ２/ｋｍ



出所）国土交通省



出所）国土交通省



出所）名古屋鉄道



エコモビリティライフのために

• 徒歩、自転車利用の促進

• 乗用車からバス、鉄道など公共交通への転換

• エコカーの購入、エコドライブ、相乗り など

対象地域 交通手段

尾張旭 バス

常 滑 バス

下山（岡崎） 乗合タクシー、徒歩

豊 田 自転車

長久手 リニモ



ガソリン １リットル ２．３kg－CO２

軽油 １リットル ２．６kg－CO２

灯油 １リットル ２．５ kg－CO２

電力 １kwh 0.41 kg－CO２

都市ガス １㎥ 2.33kg－CO２

○ガソリン消費とＣＯ２ （片道１０km通勤の場合）
年間 ２リットル／日×２０日×１２か月＝４８０リットル

４８０リットル×２．３ kg-CO２＝ １１０４ kg-CO２
※10km/l の場合

自動車の運転でどれくらいＣＯ２が出ているか？

（参考）最新のエアコン１年間使用のＣＯ２
865kwh ×０．４１kg-CO2＝３５５kg-CO2



2 2‐2 18 11 2

3 2‐2 32 21 5

4 3‐3 53 35 11

5 3‐3 70 53 14

10 4‐5 250 180 53

15 6‐7 530 320 140

20 8‐10 700 530

25 10‐13 1100 700

30 12‐16 1400 1100

40 16‐21 2500 1800

50 20‐25 3500 2500

DBH等（cm） 樹高（ｍ） 落葉広葉樹 常緑広葉樹 中・低木

2 2‐2 18 11 2

3 2‐2 32 21 5

4 3‐3 53 35 11

5 3‐3 70 53 14

10 4‐5 250 180 53

15 6‐7 530 320 140

20 8‐10 700 530

25 10‐13 1100 700

30 12‐16 1400 1100

40 16‐21 2500 1800

50 20‐25 3500 2500

ｋｇ－CO2/yr



地域でのエコモビ活動 ー 成功の秘訣 ー

• リーダーの存在、仲間の存在

• モチベーションの維持（インセンティブ？）

• 黒子の存在（県、市町村、教員、コンサル）

• 活動場所（公民館、役所、大学、専用スペース？）

• 活動費用のバックアップ（愛知県の補助？）



計 画 （PLAN）

実 行 （DO）

評 価 （CHECK）

改 善 （ACTION）

今後のために

・利用者への広報に問題は

無かったか？

・ターゲットを絞り込めたか？

・選定した案は最適か？

・利用促進に効果があったか？

・事業の問題点を発見できたか？

・自己満足になっていないか？

・楽しくやれたか？


